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日
を
追
う
ご
と
に
春
も
深
ま
り
、
心

華
や
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
後
援
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
卒
業
生
の
皆
様
、
ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

素
晴
ら
し
い
日
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
祝
福
い
た
し
ま
す
。
卒
業
は
新

た
な
始
ま
り
で
あ
り
、
多
く
の
可
能
性

と
チ
ャ
ン
ス
が
待
っ
て
い
ま
す
。
日
本

工
業
大
学
で
の
こ
れ
ま
で
の
学
び
と
経

験
を
胸
に
、
自
ら
の
道
を
切
り
拓
い
て

い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
後
援
会
活
動
で
す

が
、
９
月
、
10
月
に
は
地
域
別
教
育
懇

談
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
基
本
は
２
回
に
分
け
て
の
大
学
で

の
集
中
開
催
で
し
た
が
、
４
年
ぶ
り
に

地
元
会
場
で
開
催
す
る
支
部
も
２
つ
あ

り
ま
し
た
。
合
計
で
３
０
０
組
を
超
え

る
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
参
加
し
た
方

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
制
約
を
受
け

て
い
た
後
援
会
活
動
も
昨
年
度
か
ら

徐
々
に
再
開
さ
れ
、
今
年
度
の
行
事

は
多
彩
で
参
加
者
が
楽
し
め
る
大
変

有
意
義
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
５
月
の
定
期
総
会
、
６
月
に
教
職

員
と
の
顔
合
わ
せ
と
新
任
理
事
研
修

会
、
そ
し
て
９
月
・
10
月
に
昨
年
か

ら
再
開
さ
れ
た
地
域
別
教
育
懇
談
会

支
部
（
茨
城
支
部
・
北
陸
支
部
）
開

催
及
び
同
懇
談
会
の
大
学
で
の
集
中

開
催
、
11
月
・
２
月
の
特
別
事
業
委

員
会
、
１
月
に
は
４
年
振
り
に
後
援

会
・
宮
代
会
・
工
友
会
合
同
の
新
春

懇
親
会
が
東
京
の
明
治
記
念
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事

に
お
い
て
遠
方
の
会
員
の
皆
様
に
も

多
数
ご
参
加
賜
り
、
毎
回
の
懇
親
会

で
は
各
支
部
か
ら
持
参
さ
れ
た
美
味

し
い
地
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
楽
し
く

子
供
た
ち
の
大
学
生
活
や
就
職
活
動

の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
日

頃
の
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
、
素
敵
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
致
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
工
業
大
学
後
援
会
と
の

ご
縁
は
不
思
議
な
も
の
で
、
今
か
ら
48

年
前
の
昭
和
51
年
度
の
会
長
（
第
６
代

目
）
は
、
私
の
大
叔
父
・
小
渕
岩
太
郎

が
務
め
て
お
り
、
当
時
、
地
方
支
部
の

立
ち
上
げ
に
奔
走
し
た
と
聞
い
て
お
り

ま
し
た
。
当
後
援
会
も
今
年
で
57
年
の

か
ら
は
、
大
学
で
の
様
子
を
担
当
の
先

生
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
心
配

ご
と
が
解
消
で
き
て
良
か
っ
た
と
い
う

声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
の
要
望
を
考
慮
し
た
環

境
整
備
を
行
う
特
別
事
業
と
し
て
、
本

年
度
は
本
館
教
室
へ
の
Ｐ
Ｃ
用
コ
ン
セ

ン
ト
の
設
置
と
Ｗ
ｅ
ｂ
面
談
用
の
個
人

ブ
ー
ス
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ

用
コ
ン
セ
ン
ト
は
１
、
２
、
３
号
館
の

各
教
室
の
廊
下
側
に
計
３
４
８
口
設

置
、
Ｗ
ｅ
ｂ
面
談
用
の
個
人
ブ
ー
ス
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
増
え
た
Ｗ
ｅ
ｂ
に

よ
る
就
職
面
接
に
使
用
で
き
る
様
に
、

就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
室
に
８
室
を
設
置

し
ま
し
た
の
で
、
有
効
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
来
年
度
、
再
来
年
度
の
２

カ
年
計
画
の
特
別
事
業
と
し
て
、
体
育

館
お
よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
空

調
設
備
を
導
入
す
る
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
実
現
で
き
れ
ば
夏
季
の
体
育
館
で

の
暑
さ
指
数
（
W
B
G
T
）
の
上
昇
を

抑
制
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
効
率
よ

く
快
適
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
、
今
ま
で
活
動
に
縁
の

な
か
っ
た
方
に
も
後
援
会
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
支
部

の
あ
る
地
域
の
皆
様
は
、
支
部
役
員
の

方
に
、
支
部
の
な
い
地
域
の
方
は
後
援

会
事
務
局
の
方
に
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
皆
様
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
後
援

会
活
動
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
今
、
何
か
お
悩
み
の
こ
と
が

あ
れ
ば
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
他
の
方
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

思
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
決
方
法

な
ど
情
報
交
換
し
た
り
、
直
接
大
学
側

と
相
談
す
る
機
会
を
持
て
た
り
、
後
援

会
の
行
事
で
ご
子
息
が
通
う
大
学
を
訪

問
し
た
り
な
ど
、
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
連

携
、
大
学
と
の
連
携
を
深
め
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、
後

援
会
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
様
に
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
大
学
の
た
め
、
学
生

の
た
め
に
よ
り
良
い
会
の
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
後
援
会
活

動
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
後
援
会
活
動

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
教
職
員
の

方
々
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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身
近
な
後
援
会
活
動
を
目
指
し
て

後
援
会
会
長
　
沼
尾
 正
晴（
C4
埼
玉
）

「
日
本
工
業
大
学
の
魅
力
」を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

後
援
会
副
会
長
　
本
田
 和
之（
A4
神
奈
川
）

ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

支部第一号となった新潟県支部設立総会の様子（昭和51年）
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北陸支部総会にて

歴
史
を
誇
り
ま
す
。
設
立
当
初
は
宮
代

砂
漠
と
呼
ば
れ
た
構
内
で
の
不
備
や
、

不
十
分
で
あ
っ
た
福
利
厚
生
施
設
等
の

建
物
建
設
の
援
助
や
学
内
緑
化
、
設
備

の
充
実
を
目
指
し
、
今
日
ま
で
、
子
供

た
ち
が
充
実
し
た
学
生
生
活
、
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
、

大
学
側
の
教
育
方
針
に
則
っ
て
物
心
両

面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
き
な
目

的
で
す
。
 

　
後
援
会
活
動
で
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
、
会
員
の
皆
様
の
協
力
で
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
支
援
と
理
解
と

協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
後
援
会

の
存
続
が
で
き
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
組
織
の
継
続
に
不
可
欠

な
の
は
事
務
局
の
存
在
で
す
。
事
務
局

が
熱
心
に
活
動
を
進
め
る
姿
勢
は
、
組

織
の
信
頼
を
築
く
一
助
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
後
援
会
の
組
織

運
営
を
担
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
事
務

局
の
職
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
現
在
、
も

う
一
度
、
「
日
本
工
業
大
学
の
魅
力
」

を
後
世
に
、
全
国
各
地
に
伝
え
る
た
め

に
も
地
方
支
部
の
存
在
は
絶
大
な
意
義

を
持
ち
ま
す
。
い
つ
の
時
代
で
も
組
織

の
活
性
化
・
再
構
築
に
は
、
会
員
の
皆

様
の
協
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

最
も
重
要
な
『
鍵
』
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
当
後
援
会
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
日
本
工
業

大
学
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

個別面談の様子

支部ブースでは支部役員が大活躍

よろず相談コーナーも盛況でした

令和5年度 地域別教育懇談会
大
学
会
場
、支
部
会
場（
茨
城・北
陸
）に
て
４
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た

　令和５年度の地域別教育懇談会は、以下の日程で開催されました。 
【支部会場】茨城県支部　9月23日(土)、北陸支部　9月24日(日) 
【大学会場】近県（埼玉・東京・神奈川）　10月1日(日) 
　　　　　茨城・北陸・近県以外の全地域　10月22日(日) 
　大学会場に出席した近県以外の会員には、負担を軽減するため交
通費を補助しました。参加人数などの集計表は左記の通りです。当日
は個別面談でお子さんの大学での様子を先生から直接聞くことがで
きて良かったという声をたくさんいただきました。

参加数集計表 
近県（県別）
No 県名 出席組数 会員数
1 東京 34 470
2 埼玉 94 1,550
3 神奈川 84 38
近県合計 136 2,058

近県以外（県別）
No 県名 出席組数 支部名　 会員数
1 青森 7 青森 41
2 秋田 2 秋田 9
3 岩手 4 岩手 11
4 山形 14

蔵王 48
5 宮城 4
6 福島 12 福島 64
7 千葉 20 千葉 286
8 茨城 22 茨城 338
9 栃木 33 栃木 356
10 群馬 22 群馬 266
11 新潟 3 新潟 20
12 長野 11 長野 73
13 富山 3 北陸 12
14 山梨 5 山梨 25
15 静岡 6 静岡 21
16 三重 2 東海 10
17 大阪 1

近畿 7
18 兵庫 1
19 鳥取 2 中国 10
20 沖縄 2 沖縄 3
支部合計　 176 合計 1,600

支部以外
No 県名 出席組数 会員数
1 北海道 1 5
2 福岡 2 8
3 愛媛 1

7
4 徳島 2
支部以外合計　 6 15

出席総合計　 318 総会員数 3,673
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茨城県支部総会の様子

前列右から3番目が関根支部長

茨城県支部地域別教育懇談会の様子

完全防音の個室が8ブース
11月理事会の様子

会議開催の報告令
和
５
年
度
特
別
事
業
に
つ
い
て

　
「
半
端
な
い
達
成
感
！
」
、
「
楽
し

か
っ
た
で
す
！
」
、
「
無
事
終
え
て
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。
」
昨
秋
茨
城
県
内
で

開
催
し
た
茨
城
県
支
部
総
会
・
地
域
別

教
育
懇
談
会
終
了
後
の
打
上
げ
で
役
員

か
ら
出
た
歓
喜
の
言
葉
で
す
。
こ
の
時

私
た
ち
は
、
ま
る
で
青
年
期
に
部
活
等

で
大
会
を
制
覇
し
た
よ
う
な
、
そ
ん
な

充
実
感
を
得
て
い
ま
し
た
。
役
員
全
員

が
良
い
顔
を
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で

す
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
令
和
元
年
以
降
三
年
間
は
茨
城
県

内
で
の
総
会
・
地
懇
は
開
催
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
苦
境
を
乗
り
越

え
、
四
年
度
に
は
大
学
内
で
の
集
中
開

催
と
い
う
形
で
地
懇
の
み
が
再
開
さ
れ

　
令
和
５
年
11
月
18
日
(土
)に
役
員

会
、
支
部
長
会
、
翌
19
日
(日
)に
特
別

事
業
委
員
会
、
理
事
会
、
令
和
６
年
２

月
18
日
（
日
）
に
、
役
員
会
、
特
別
事

業
委
員
会
、
理
事
会
を
大
学
14
号
館
に

お
い
て
開
催
し
、
事
業
内
容
・
予
算
な

ど
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
理
事

会
、
支
部
長
会
に
は
竹
内
学
長
に
も
ご

臨
席
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
４
月
７
日
(日
)に
今
年
度
最
後
の
役

員
会
、
特
別
事
業
委
員
会
、
理
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
特
別
事
業
は
、
学
生

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
要
望
の
多
か
っ
た

２
件
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
、
完
工
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
、
学
生
の
使
用
頻
度

は
高
く
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
 

①
授
業
に
使
う
Ｐ
Ｃ
の
充
電
場
所
が
足

り
て
な
い
こ
と
か
ら
「
本
館
教
室
Ｐ

Ｃ
用
充
電
用
コ
ン
セ
ン
ト
計
３
４
８

口
設
置
」
 

②
W
E
B
で
の
就
職
面
接
が
快
適
に
で

き
る
場
所
を
提
供
す
る
た
め
「
W
E

B
面
談
用
個
人
ブ
ー
ス
８
部
屋
設

置
」
 

ま
し
た
。
そ
し
て
遂
に
今
年
度
、
地
元

開
催
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
の
で
す
。
し
か

し
、
総
会
・
地
懇
が
中
止
さ
れ
て
い
た

期
間
に
、
県
内
開
催
を
体
験
し
た
現
役

役
員
が
全
員
卒
業
し
て
い
た
為
、
準
備

が
難
航
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

時
、
役
員
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
賛
助
役
員
の

方
々
が
様
々
な
ご
協
力
を
し
て
く
だ
さ

り
、
大
変
心
強
く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
助
け
を
活
か

し
て
よ
り
良
く
な
る
よ
う
、
意
見
交
換

の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
納
得
が
い
く

ま
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
時
に
は
話
し

合
い
が
白
熱
し
て
議
事
録
が
複
数
枚
に

成
る
程
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
日
本
工
業
大
学
後
援
会
事
務

局
の
方
々
や
会
場
で
あ
る
筑
西
市
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
支
配
人
、
元
支
部

長
の
鈴
木
氏
な
ど
沢
山
の
方
々
か
ら
多

大
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
い
限
り
で
し
た
。
特
に
事
務
長
の

山
本
氏
に
は
、
直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
か

ら
準
備
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
、
先
生
方
と
私
た
ち
支
部
会
間
の
調

整
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
た

く
さ
ん
の
方
々
の
お
力
で
成
し
遂
げ
ら

れ
た
総
会
・
地
懇
で
あ
っ
た
と
深
く
実

感
致
し
ま
す
。
成
功
を
収
め
た
総
会
・

地
懇
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
参
加

さ
れ
た
会
員
は
少
数
で
し
た
。
茨
城
県

支
部
会
に
は
３
５
０
名
を
超
え
る
会
員

が
い
ま
す
。
次
回
は
た
く
さ
ん
の
会
員

さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
お
り
ま
す
。
 

　
さ
て
、
茨
城
県
支
部
会
は
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
で
あ
り
、
こ
の
環
境
が
今
回
の
初

挑
戦
を
成
功
に
導
い
た
と
も
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
支
部
会
と
し
て
は
こ

の
先
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
発
信
し
、
「
い
つ

で
も
開
か
れ
た
支
部
会
」
を
目
指
し
て

い
く
所
存
で
す
。
最
後
に
は
な
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
私
た
ち
茨
城
県
支
部
会

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

   地
元
開
催
に
初
挑
戦
 

　
　
　
　
　
 

　
茨
城
県
支
部
長
　
　
関
根
　
裕
子

室内にはLEDライトと鏡を設置　テーブルは可動式
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令和5年度 支部長名簿　※敬称略

※東海支部、沖縄県支部は活動休止中

後援会の支部活動に積極的なご参加を！！

長い間お世話になりありがとうございました

各支部が発行している支部会報

千葉県支部ではホームページも開設

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い
 

　
後
援
会
で
は
会
員
の
皆
様
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
学
生
の
成
績
・
生
活
・

就
職
等
の
ご
相
談
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

　
右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
内
容
を
ご
記
入
の
上
、
後

援
会
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
関
係
部
署
と
連
携
し
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
い
た
し
ま
す
。

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

支部名 学科学年 支部長名

1 青森県支部 R4卒 野呂 敏子

2 岩手県支部 M4 野地 秀一

3 秋田県支部 R3卒 鎌田 純子

4 蔵王支部 M4 野﨑　修

5 福島県支部 R4卒 粟野 寿男

6 茨城県支部 R4 関根 裕子

7 栃木県支部 A4 永盛 伴子

8 群馬県支部 I2 西田 忠宏

9 千葉県支部 A2 増田 浩一

10 新潟県支部 A3 松本 里志

11 北陸支部 A3 佐伯 直樹

12 山梨県支部 A3 清水 重喜

13 長野県支部 M2 宮﨑 泰弘

14 静岡県支部 R3 伊藤 偉厚

15 近畿支部 R4卒 稲井 香奈

16 中国支部 H30卒 黒飛 光子

　
平
成
７
年
か
ら
丸
29
年
間
、後
援
会
事
務
局
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、こ
の
３
月
を
も
っ
て
異
動
の
た
め
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、

会
報
44
〜
121
号
を
発
行
。久
し
ぶ
り
に
初
め
て
書
い
た「
編
集
後
記
」を
見
返
す

と
時
代
を
感
じ
、感
慨
深
く
、こ
こ
に
再
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。今
ま
で
後

援
会
で
出
会
っ
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。（
Ｉ
）

こころとからだの相談ダイヤル
大学では、学生と保護者のための相談窓口を開
設しました。健康相談、メンタルヘルスカウンセリ
ング、法律相談が可能です。後援会はこの制度
に対し100万円を補助しています。

平成7年12月22日発行の会報より

　日本工業大学後援会では、現在16の
支部が活動しています。支部長をはじめ
とする支部役員が、後援会という伝統あ
る組織を受け継ぎ、その素晴らしさを伝
えようと意欲的に活動しています。支部
会員の皆様におかれましては、支部から
のご案内が届きましたら、ぜひ積極的な
ご参加をお願いいたします。 
　また、一緒に支部活動を担ってくださる
スタッフも大募集しておりますので、ぜひ
ともよろしくお願いします。

令和６年能登半島地震のお見舞い 
　令和６年能登半島地震により犠牲
となられた方々に謹んでお悔やみを申
し上げますとともに被災されました皆様
に心よりお見舞い申し上げます。 
　被災地における救助、復旧活動など
に尽力されている方々に深く敬意を表
しますとともに、一日も早い復旧と皆様
のご健康を心よりお祈り申し上げます。




